
第 118回 三方眼古典塾 (′ 16,8,18)

洪 自誡 (1561～ 1616)『 薬根暉J(その3-35)

(意訳) 外物に東縛 されるのも、そこから解放されるのも、ただ自分の心一つにかかつて
いる。心が自由であれば、例え肉屋や酒屋であろうと、そこはそのまま極楽浄上である。

そ うでないならば、琴を持ち鶴を飼い、草花を植えて暮 らすような風雅な生活であろうと

も、迷いを解き安心を得るのに障 りとなる心の悪魔はついに追い払えない。

古語に「よく悟 りきれば俗塵の世界も理想の仙境 となり、心に迷いがあれば、例え僧の

姿をしていても俗塵 と変わ りはない」とある。まったくそのとお りではないか。

(余説)東郷平人郎や稲森和夫が師 と仰いだ中村天風 (187←1968)の 著『運命を拓 く』に、

『人生は心一つの置きどころ。人間の心で行 う思い方、考え方が、人生の一切を良くもし、

悪 くもする、とい うのが人生支配の根本原則である』。 とあります。思い方や考え方が積
極的ならば積極的なものができ、消極的ならば消極的なものができる。何事もその時の心
の状態が成功を生み、また失敗に追いや ります。これを宇野千代は"人生の魔法"と 呼び、
その根源を天風先生に教わったと述べています。老年や病気、災害でも同じです。

(参 考)ジ ェームズ 。アレン  「自分の思いが人生を創 る」

『 心が変われば、態度が変わる。態度が変われば、行動が変わる。

行動が変われば、習慣が変わる。習慣が変われば、人格が変わる。

人格が変われば、運命が変わる。ilS命 が変われば、人生が変わる』
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の限 りない生命力に感動 を覚える。同 じよ うに、人間の本性であっても枯れきつて しま う
ことはなく、物に触れて生き生きとした生命力をいつでも取 り戻すことができる。

(余説) 今冬の寒波で、永年身近にあった庭や鉢の草木が数多 く枯れま した。 ところが、

春にな り初夏 となって、枯死 したかよ うな根や株や幹か ら小 さい緑の芽が見えた時には、

まさに上記の思いが しま した。その時には老体の心身にも活力が湧いてきた感 じで した。

籟は音や響き、天籟は全ての音の根源、地籟は風などの自然が出す音、人籟は大鼓や笛などの

人が出す音、万籟はそれらのすべての音です。

(参 考)荘 子・
裏旅

論「汝 之を知るか。汝茉籍を聞きて未だ地籟を聞かず、汝地籟を聞きて未だ

天籟を聞かざるかな、と。」(152p)
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(意訳)自 居易 (白 楽天)は「身も心も解放 してゆつた りと自然に任せるのには及ばない」

と言つている。これに対 して、 見 補之は 「身 と心のはたらきを一点に集中して、精神を

統一 し、心を安定させるのには及ばない」と言つている。身心の解放の度が過ぎると、そ

れに流 されて気違い じみた行動になり、一方身心のはたきを抑制 し過ぎると、生命の枯れ

果てた状態になってしま う。ただ自己の身心をよく使いこなすことができる人だけは、し
つか りと要点をとらえて、解放するも集中するも自由自在である。

(余説)中唐の菖眉易 (772～鉾6)と 来 の 見 希芝 (lo53～ 1110)何 れ も詩人です。解放 と集 中

について対照的に述べています。 ここで前回に出てきた 「両志」を思い出します。

両忘とは、生と死、是と非、善 と悪、苦と楽、愛 と憎、内と外などの両者の対立を忘れる

こと」でした。「二相」「二元」「二見」のどちらかをと対立・執着するのではなく、「不二

に座 し
1七 どちらであっても柔軟に使いこなすことができるようになりたいものです。

この 「不二に座す」ことは解放 と集中にも適用できます。

(参 考)禅 門三祖 。僧燦「慎んで二見に住 する勿れ」(信心銘 )

4 文は拙 を以て進み、道 は拙 を以て成る。一の拙の字に無限の意味あ り。「桃
そうかん  とり                        しゅんろう     かんたん

掲軒
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鳴 」に至りては、工巧の中に便 ち衰颯の気象有るを覚ゆ。 後集 93

(意訳) 文章を作るには、あま り技巧をこらさず訥々と心に思つたままを書 くことによつ

て上達す る。道徳 も小賢 しさを捨て愚直に真心を尽 くすことによつて成就する。 この拙 と

い う一宇には、無限の意味や味わいが含まれている。六朝の詩人・陶淵明 (356-427)『 桃源

郷の記』の 「桃の花が咲く里に大が鳴き、桑畑の中では鶏がなく」とい う文は、何 と淳朴
で味わいがあることか。これに対 して「寒々とした深い淵に映る月影、枯れ木に止まつた

カラス」の表現は、技巧がありすぎてかえって生気がなく感 じられる。

(余 説) 「良寛」の生き方や「棟方志功」の版面、「相田みつを」の詩などを連想 します。

また、民芸の世界には、拙くとも拙いままで美 しく感 じさせる不思議さがあります。
これ らの何れも、自慢せず、ひけらかさず、飾 り気がなく、街いが見られませんが、心に

強く訴えるものがあります。「拙」 とい う字は、 拙 い。不器用・愚直。自分を謙遜 してい

うなどの意味ですが、必ず しも悪い意味だけではなく、時に高い評価 を与えられます。

ただ、開き直つて拙なるを正当化するのは、少 し違 うのではないかを思います。
せつそく   こ う ち

また、拙速 と巧遅の何れ を可 とす るかの議論 もあ りますが、 これ も前章の「慎んで
にけん  じゅう    なか

二見に住 する勿れ」です。その時々で柔軟に使いこなすことが肝心であろうと思います。

(参 考)老 子第 45章「大 置は屈なるが若 く、大巧は拙なるが若く、大弁は訥なるが若 し」

韓非子 「巧詐は拙誠に如かず」(飾 り立てた作為は真心のこもつた拙い行為に及ばない)
えんでん

陶淵明 「拙を守 りて園田に帰る」
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